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            個別の指導計画 作成・活用パック（特別支援学級用）ディジタルデータ編 

    一人一人の教育的ニーズに対応した，一貫性のある継続した指導・支援のために！ 

 

１ ソフトの内容 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

２ ソフトの活用（例） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

・通知票関連シート群と，指導計画関連シート群の組み合わせによる 

  ファイリング形式の通知票（例） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・各シート作成・活用の流れ（例）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

３ 指導計画関連シート群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・指導計画Ａ，指導計画Ａ＋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・指導内容一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・指導計画Ｂ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

４ 通知票関連シート群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・表紙，裏表紙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・教科欄（通常の教育）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・生活記録欄・生活記録欄（諸活動あり）・生活記録欄（総合あり）・・・・・・・・・・・  

５ 個別の教育支援計画関連シート群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・フェイスシート兼家庭環境調査票・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・交流学級，教科担任打合せ資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・基礎資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・ネットワーク記録表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・生活に関するアンケート（保護者宛）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

６ 個別の指導計画に基づいた指導と評価の手順や留意事項 ・・・・・・・・・・・・・・・ 

・指導と評価の手順や留意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・小学校の事例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・中学校の事例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

７ 情報共有の方法やその具体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・交流学級担任・教科担任・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・保護者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・隣接校種等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

 

 

             個別の指導計画，指導要録等の内容 

       法的な性格と内容，機能上の違いや共通点を踏まえた作成と活用！ 
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      本ソフトのデータの紛失・盗難・お取り扱い等には十分ご注意ください。 

     本ソフトは，Microsoft Office Excel2007 を使用して作成しています。 
※Excel に関するシステムやサポート等の情報は，Microsoft 社にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導計画関連シート群 通知票関連シート群 個別の教育支援計画関連シート群 
 各教科等における指導内容を明確にす

るとともに，自立活動における指導内容

を焦点化します。 

児童生徒の教育的ニーズや，指導目標，

指導内容，指導形態に即しながら，各シ

ートを組み合わせて作成します。  

 通知票の表紙や生活記録欄等の様式例

で構成されています。各学校の実状に応

じながら適宜様式を変更できます。 

指導計画関連シート群の各シートと組

み合わせて，ファイリング形式の通知票

を作成できます。 

長期的な視点で一貫して的確な支援を

行うための，関係機関等との連携協力を

するためのシートで構成されています。 

各校で取り組まれている家庭環境調査

票を基にして，必要なシートを活用しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

１ 

ソ
フ
ト
の
内
容 

はじめにお読みください 

一人一人の教育的ニーズに対応した，一貫性のある継続した指導・支援のために 

個別の指導計画 作成・活用パック（特別支援学級用） 

ディジタルデータ編 

 第１章  

まずは，ここに注目！ 
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 １： 指導計画関連シート群それぞれのシートを組み合わせて指導計画を作成しましょう。       

★「指導計画Ａ（Ａ＋）」・・・自立活動についての指導計画 

★「指導内容一覧」・・・・・・教科等の指導内容を確認 

★「指導計画Ｂ」・・・・・・・・各教科についての指導計画 

小・中学校特別支援学級においては，障がいの状態等が幅広く，指導内容や支援方法も多岐に及んでいる児童生 

徒が在籍しています。ある学級では，多くの時間を特別支援学級で学習する児童生徒もいれば，交流学級での教科 

等の学習に多く取り組んでいる児童生徒もいます。ある一つの個別の指導計画の様式を児童生徒全員に当てはめる 

のではなく，指導計画関連シート群を使って，児童生徒の教育的ニーズや，指導目標，指導内容等に即しながら，そ 

れぞれのシートを組み合わせて指導計画を作成・活用しましょう。 

 

 

 ２： 作成した指導計画を通知票として活用しましょう。                              

作成した指導計画関連シート群のシートと，通知票関連シート群を組み合わせ，ファイリング形式の通知票を作成・ 

活用することもできます。 

指導内容 

 

 

自 立 活 動 

指導の場 
 

 

通
知
票 関

連
シ
ー
ト
群 

■「表紙」 

■「裏表紙」 

■「生活記録欄」 

■「教科欄（通常の教育）」 ■「教科欄（通常の教育）」 

※取り扱った小・中学校の教科の指導内容を記入 

※小・中学校の教科の指導内容を取り扱っていない場合は， 

「教科欄（通常の教育）」を使用しない 

指
導
計
画 関

連
シ
ー
ト
群 

★「指導計画Ａ」 

または 

 「指導計画Ａ＋」 

★「指導計画Ａ」 

または 

「指導計画Ａ＋」 

★「指導内容一覧」 

★「指導計画Ｂ」 

※取り扱った特別支援学校（知的）の教科の指導内容を記入 

 ※特別支援学校（知的）の教科の指導内容を取り扱っていない 

場合は，「個別の指導計画Ｂ」を使用しない 

  ※上表の各シートに加えて「交流学級，教科担任打合せ資料」，「フェイスシート兼家庭環境調査票」を活用し， 

指導内容や配慮事項等について，特別支援学級担任と交流学級や教科担任との共通理解を図ることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

２ 

ソ
フ
ト
の
活
用
（
例
） 

通知票関連シート群と，指導計画関連シート群の 

組み合わせによるファイリング形式の通知票（例） 

通常の教育の各教科等（当該学年） 

通常の教育の各教科等（下学年） 

特別支援学校（知的障がい）の各教科等 

通常の学級 

特別支援学級 

【通常の教育の各教科等で学んでいる 

仙太さんのファイリング形式の通知票】 

■「表紙」，■「裏表紙」 

■「生活記録欄」 

■「教科欄（通常の教育）」 

          ＋ 

★「指導計画Ａ」 

 

 

【特別支援学校（知的障がい）の各教科等で学んでいる 

銀河さんのファイリング形式の通知票】 

■「表紙」，■「裏表紙」 

■「生活記録欄」 

        ＋ 

★「指導計画Ａ」 

★「指導内容一覧」 

★「指導計画Ｂ」 

通
常
の
学
級
の 

通
知
票 
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個別の指導計画は，一人一人の教育的ニーズに対応した，一貫性のある継続した指導・支援のための道具です。具体的

には，以下のことを目的として作成することが考えられます。 

 

 

 

 

作成することが目的ではなく，活用することが目的であることから，「的確かつ効率的な作成と効果的な活用」が大切な視

点です。 

個に応じた指導の充実や学習評価につなげたり，通知票や指導要録へ反映させたりするための，本ソフトを使った指導

計画の作成・活用の流れを以下に示します。 

 

 １学期当初 １学期末 ２学期当初 ２学期末 ３学期末 

★「指導計画Ａ」（Ａ＋） 作成  実践 評価  作成 実践  評価 作成  実践 実践  評価 

★「指導内容一覧」 作成  実践     評価 

★「指導計画Ｂ」 作成  実践     評価 作成  実践      評価  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各シート作成・活用の流れ（例） 
２ 

ソ
フ
ト
の
活
用
（
例
） 

◆一人一人の教育的ニーズに対応した指導目標や指導内容を設定するため 

◆指導形態ごとの学習状況を把握しながら学習評価を行い，それを授業の改善に生かしていくため 

◆保護者や校内の教職員，関係機関等と情報を共有するため  など 

 

 

この欄には，特別支援学校

（知的障がい）の各教科等の

目標，内容に照らし，具体的

に定めた指導内容，達成状況

について，「指導内容一覧」

シートを参考にするなどし

て記入します。 

自立活動は，「個別の指導計画Ａ」シートを

踏まえ，以下の事項等を記入します。 

・指導の目標，指導内容，指導の結果 

・障がいの状態等に変化が見られた場合の状況 

・自立活動の成果を評価するための検査結果 

本ソフトの各シートはディジタルデータによる例示です。 

各学校の実状等に応じながら適宜様式を変更できます。 

個別の指導計画と通知票，指導要録それぞれの内容と機能を確認の上， 

関連させて作成することが，効率的な作成や記録の活用につながります。 

 

 

指導要録に転記 

１学期の通知票として 

ファイリング 

２学期の通知票として 

ファイリング 

３学期の通知票として 

ファイリング 
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      学校教育目標の知（かんがえる子），徳（おもいやり          

のある子），体（たくましい子）ごとに，三角のボタンを 

クリックして，「指導の目標（ねらい）」を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「目標（具体的な指導内容）」を，児童生徒の行動 

     レベルで入力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自立活動の目標との関連」について，三角のボタンを 

     クリックして選択します ※区分等は次頁参照 

      複数の自立活動の目標と関連する場合は，同じ操作 

     を繰り返します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

３ 

指
導
計
画
関
連
シ
ー
ト
群 

 

自立活動は，人間としての基本的な行動を遂

行するために必要な要素と，障がいによる学習

上又は生活上の困難を改善・克服するために必

要な要素によって構成されています。 

「個別の指導計画Ａ」と「個別の指導計画Ａ＋」

は，自立活動の視点から，指導の目標や指導内

容等を設定し，実際の取組に生かす 

ためのものです。 

 「指導計画Ａ」，「指導計画Ａ＋」の， 

どちらかを選んで活用してください。 

     

黄色いセルは，三角のボタンが出て，

ドロップダウンリストから選択することが

できます。 
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      「支援方法」を入力します 

      行の高さが足りないときには，マウスポインタをセル行番号の 

下側境界に合わせ，マウスポインタが下図の形状になったら，ドラ 

ッグして高さを変更します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「指導の場・時」を入力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「評価」の際には，三角のボタンをクリックして選択 

     します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

４ 

５ 

６ 

３ 

指
導
計
画
関
連
シ
ー
ト
群 

自立活動の内容を確認！ 
 

 １ 健康の保持  
(１)生活のリズムや生活習慣の形成に関すること 

(２)病気の状態の理解と生活管理に関すること 

(３)身体各部の状態の理解と養護に関すること 

(４)健康状態の維持・改善に関すること 

 ２ 心理的な安定  
(１)情緒の安定に関すること 

(２)状況の理解と変化への対応に関すること 

(３)障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克

服する意欲の向上に関すること 

 ３ 人間関係の形成  
(１)他者とのかかわりの基礎に関すること 

(２)他者の意図や感情の理解に関すること 

(３)自己の理解と行動の調整に関すること 

(４)集団への参加の基礎に関すること 

 ４ 環境の把握  
(１)保有する感覚の活用に関すること 

(２)感覚や認知の特性への対応に関すること 

(３)感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 

(４)感覚を統合的に活用した周囲の状況の把握に関 

すること 

(５)認知や行動の手がかりとなる概念の形成に関する 

こと 

 ５ 身体の動き  
(１)姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

(２)姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関す 

ること 

(３)日常生活に必要な基本動作に関すること 

(４)身体の移動能力に関すること 

(５)作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

 ６ コミュニケーション  
(１)コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

(２)言語の受容と表出に関すること 

(３)言語の形成と活用に関すること 

(４)コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 

(５)状況に応じたコミュニケーションに関すること 

 

改行したいときには「Ａｌｔ」キーと，

「Ｅｎｔｅｒ」キーを同時に押します。 
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      作成する児童生徒について，各教科等の「指導内容」の          

三角のボタンをクリックして選択します 

      ※ 色つきの教科名は，特別支援学校（知的障がい）の各教科です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  在籍学年と同じ指導内容や，下学年の指導内容で学ぶ 

    児童生徒の場合は，白いセルから選択します 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

１ 

３ 

指
導
計
画
関
連
シ
ー
ト
群 

 

 

※児童生徒の教育的ニーズを踏ま

えて，特別支援学校（知的障が

い）の各教科等がよいのか，在籍

学年の各教科等がよいのかを検

討した上で，必要なセルに入力し

ます。  

 

※作成しない行については，マウス

ポインタでセル行番号をドラッグし

てから，右クリック→削除します。 

 

 各教科等の指導内容は，小学校，中学校，特

別支援学校（知的障がい）の学習指導要領に基

づいてデータベース化されています。  

三角のボタンをクリックすると選択で 

きます。また，引継ぎ資料を参考にす 

ることも大切なことです。 
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      選択した指導内容についての「年度当初の様子」を入力 

     します 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      年度末には，「年度末の様子」に児童生徒の活動の様子を 

まじえながら入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

２ 

３ 

３ 

指
導
計
画
関
連
シ
ー
ト
群 

この欄には，特別支援学校

（知的障がい）の各教科等の

目標，内容に照らし，具体的

に定めた指導内容，達成状況

について記入します。 

特別支援学校（知的障がい）の国語，算数・数

学，音楽については，文部科学省著作教科書（☆

本)や教科書解説書が発行されています。 

指導・支援の参考はもちろんのこと，年度当初や

年度末の様子を記入する際の参考にもなります。 

 『～ができない』という表現ではなく，

『～ができる』など，どの段階まで到達し

ているかという視点で表現します。 

このような肯定的な表現で入力するこ

とにより，ステップアップの考え方で，次

の指導内容を選定することができます。 

 指導要録の様式２「指導に関する記録」 

については，「指導計画Ｂ」シートの「年度 

末の様子」の全部又は一部を転記したり， 

作成の参考にした上で記入したりします。 
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      １学期の「学期はじめの様子」については，「指導内容一覧」 

シートの「年度当初の様子」をコピーします          

２学期の「学期はじめの様子」については，１学期の「学期末 

の様子」をコピーします 

 ほかの教科等の「学期はじめの様子」についても，同じように 

コピーしていきます 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       「目指す姿」，「支援方法」を入力します 

      ほかの教科等についても，同じように入力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

       学期末に「学期末の様子」を入力します 

ほかの教科等についても，同じように入力します 

 

 

 

    

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

１ 

３ 

指
導
計
画
関
連
シ
ー
ト
群 

２ 

３ 

行の高さが足りないとき

には，マウスポインタをセル

行番号の下側境界に合わ

せ，マウスポインタが左図

の形状になったら，ドラッグ

して高さを変更します 
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４ 

通
知
票
関
連
シ
ー
ト
群 

特別支援学校（知的障がい）の各教科で指導，

下学年対応で指導，当該学年の教科で指導のいず

れかにより，「指導計画Ａ」や「指導計画Ｂ」あ

るいは「教科欄（通常の教育）」を選択して使用

します。 

 通知票の表紙や生活記録欄等の様式例で

構成されています。各学校の実状に応じなが

ら適宜様式を変更できます。 

個別の指導計画関連シート群の 

各シートと組み合わせて，ファイリ 

ング形式の通知票を作成できます。 
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５ 

個
別
の
教
育
支
援
計
画
関
連
シ
ー
ト
群 

★印のついた指導計画等のシートに，

●印のシートから必要のあるものを加える

ことにより，個別の教育支援計画として活

用できます。 

年度当初の家庭環境調査に項目を追加し，

フェイスシートの機能をもたせています。 

児童生徒の様子や配慮事項，交流及び共同学習のねらい等を

まとめたシートです。 

交流学級での活動や担任以外の先生方との活動に取り組む場

合は，作成・活用することが必要なシートです。 

 

長期的な視点で一貫して的確な支援を行

うため，関係機関等との連携協力をするため

のシートで構成されています。 

各校で取り組まれている 

家庭環境調査票を基にして， 

必要なシートを活用します。 
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５ 

個
別
の
教
育
支
援
計
画
関
連
シ
ー
ト
群 

各種検査の結果等，年度途中に追加さ

れる情報や，関係機関との情報共有のた

めに使用するためのシートです。 

関係機関と連携した指導・支援が必要

な場合に使用するためのシートです。 

現状を共通理解した上で，今後の取組

等を確認事項として記録します。 

関係機関と打合せ等を行った都度，１

枚のシートにまとめておくと，これまで

の取組を確認する際に有効です。 

「生活に関するアンケート（保護者宛）」

シートは，児童生徒の生活に関する様子につ

いて，家庭からの情報を得ることを目的とし

たシートです。生活と結び付けた指導・支援

に取り組むなどの際に，お使いください。 

 

 児童生徒の様子に変容が見られた，指導内

容や支援方法に変更が生じたなど，ディジタル

データ編の各シートに入力した内容を変更する

際には，その箇所を変更した上で 

新たに保存・印刷したり，変更内容 

の文字の色を変えたりするなど考 

えられます。 
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児童生徒の実態把握 
 「フェイスシート兼家庭環境調査票」シート，「基礎資料」シート，これまでの学習や生活の記録   
 

 ポイント  

   ◆具体的な児童生徒の様子と，児童生徒を取り巻く環境（支援の状況を含む）の様子をつかみ， 

それらの相互作用について考える 

   ◆障がいの状態，発達段階を考慮に入れる 

   ◆児童生徒の願いやニーズ等を考慮に入れる 

 

目標・指導内容，支援方法等の設定 
   

【自立活動の場合】 

 「指導計画Ａ（Ａ＋）」  

①学校教育目標を踏まえて，実態把握を基に目標を整理し焦点化する 

   例：かんがえる子→身近な人に自分の要求を伝える 

②行動レベルで，目標（具体的な指導内容）を設定する 
   例：担任に「体育館に行ってきます」と言葉で伝える 

③自立活動との関連を検討し，関連する指導内容や支援方法の参考にする 

   例：６コミュニケーション（２）言語の受容と表出に関すること 

     ３人間関係の形成（２）他者の意図や感情の理解に関すること 

④手立てを明確にした，支援方法を設定する 

   例：教師から「どこに行って遊びますか」と尋ね，太郎さんが答えるまで待つ。太郎 

さんが言葉に詰まる場合には「たい・・・」などのヒントを与える。 

   ⑤指導・支援が可能，評価が可能な指導の場・時を明確にする 

例：教室・昼休み時間 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

６ 

個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
指
導
と
評
価
の
手
順
や
留
意
事
項 

 指導と評価の手順や留意事項 

１ 

２ 

個別の指導計画は，一人一人の教育的ニーズに対応した，一貫性のある継続した指導・支援の

ための道具です。 

作成することを目的とするのではなく，何のために，どのように活用するのかを検討した上で

作成することが大切です。 

すると，児童生徒によっては，必要となる個別の指導計画が異なってくることもあります。「○

○さんには，本校の個別の指導計画の様式は合っているけれども，△△さんだと空欄が多くなっ

てしまう。」ということもあるのです。 

 そこで，本ソフトの各シートを児童生徒の教育的ニーズに応じて選択して活用しましょう。 

★印のついたシートが個別の指導計画のためのシートであり，●印のついたシートから必要の

あるものを加えることにより，個別の教育支援計画として活用することができます。通常の学級

に在籍している児童生徒についても，各校で活用している個別の指導計画に●印のついたシート

から必要のあるものを加えることにより，個別の教育支援計画として活用することができます。 

目標（具体的な指導内容）を，行動レベルで設定することで，支援方法の検討につながります。 

▲教師にやりたいことを伝える 

△教師に「体育館に行ってきます」と伝える 

○担任に「体育館に行ってきます」と言葉で伝える 
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【教科等の場合】 
 「指導内容一覧」   

①教育的ニーズを踏まえ，児童生徒が学習する教科等の指導内容を検討する 

「在籍学年の教科等の指導内容」 がよいのか 

「下学年の教科等の指導内容」 がよいのか 

「特別支援学校（知的障がい）の教科等の指導内容」 がよいのか 
 

②教科等の指導内容は，どのような構成や内容になっているのかを確認する 
 

③指導内容の習得状況を確認する 
 

 「指導計画Ｂ」  

④行動レベルで，目指す姿を設定する 
 

⑤手立てを明確にした支援方法を設定する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践 
  複数の教師がかかわる指導の場であれば，学年会を利用したり，朝の打合せ・放課後の会話を利 

用したりしながら，児童生徒への支援の確認や振り返りを行ったりしましょう。 

  また，指導案や行事等の実施計画等に個別の指導・支援として示しておくことも大切です。 

 

評価 
   評価は，子どもの様子を基に，目標（具体的な指導内容）等の到達度合いを評価するのみならず， 

支援方法の妥当性についても評価するものです。したがって，実践後だけではなく，実践中も評価 

を行い，目標（具体的な指導内容）や支援方法を繰り返し検討していくことが，質の高い実践につ 

ながります。 
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 指導と評価の手順や留意事項 

３ 

４ 

手立て その１～その３≒できる環境づくり 
 

その１  活動の流れ  
      活動そのものと前後の活動や，全部行うのか一部だけを行うのか，時間等は適切かなどに 

ついて検討しましょう。 
 

その２  場・教材教具  
      安全面を考慮した上で，児童生徒が取り組みやすくなるための場や教材教具を，検討しま

しょう。 
 
その３  教師等のかかわり  

どの程度，どのタイミングでかかわるのか，教師だけではなく友達同士のかかわりも含めて 
検討しましょう。 

 

教育的ニーズについてあらためて考えてみましょう。竹林地（2002）は，「教育的ニーズとは， 

「現在から未来にわたる豊かな生活を実現するために，その子ども自身が学校教育に求めて 

いること」であり「今，将来に必要と判断される事柄（地域での生活や年齢等を考慮して，必要と 

する支援の内容とその程度）」の内容としてとらえ，「子ども本人や保護者，教師，社会のニー 

ズ等を総合的に考察した結果として導きだす」という手続きを経て整理していく必要があると考

えられる。」としています。様々な軸による分析と整理が必要なのです。 
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仙太さんの担任の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「交流学級担任，教科担任 打合せ資料」シート  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                                

 

                                                               健康観察で挙手をして 

伝える仙太さん（朝の会） 

 

 

 

 

 

暗唱の様子（国語） 

        

６ 

個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
指
導
と
評
価
の
手
順
や
留
意
事
項 

 

小学校の事例 

仙太さんは，学習が得意なんです。

でも，他者とかかわることとか，気持

ちを安定させることができれば，もっ

と力を発揮できると思うなあ。体育は

苦手意識をもっているなあ。 

教科は交流学級で，生活単元学習と

体育の一部は特別支援学級でやろう。 通知票は，交流学級と同じものでいいよね。 

ひとまず「指導計画Ａ」シートと，「交流学級，

教科担任打合せ」シートをつくってみよう。 

前の担任が使っていた個別の指導

計画の様式は，特別支援学級でほとん

どの時間を過ごす子どもには使いや

すいけれど・・・ 

個別の指導計画を作って，通知票も

作って，指導要録も作って，何だか大

変だなあ。 
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 「指導計画Ａ」シート  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                               

 

 

 

 

 

 

ノートにまとめる（帰りの会） 

新聞紙を使った動きづくり（体育）     新聞紙の上のボール運び（体育）                        場づくりのための机運び（生単） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導することがはっきりしたので，交流

学級の先生とも打ち合わせがしやすかった

ですし，一緒に評価することができました。 

通知票は，通常の学級の通知票として，

「指導計画Ａ」シートを加えて渡すことに

しました。 

 

総合所見及び指導上参考となる諸

事項の欄には，「交流学級，教科担任

打合せ資料」シートの内容を抜粋し

て書けばいいんですね。 

指導要録の自立活動の欄には，「指

導計画Ａ」シートの内容を書けばい

いんですね。 

 

６ 

個
別
の
指
導
計
画
に
基
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た
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と
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や
留
意
事
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目標（具体的な指導内容） 自立活動 支援方法 指導の場・時 

友達が喜ぶ行動と嫌がる行

動を一つ一つ理解して行動

することができる。 

２（２） 

３（２） 

・これから取ろうとする行動の前に「これ

は喜ぶでしょうか，嫌がるでしょうか」と

問い，本人の考えに対して説明を加える。

行動後についても，同様。 

・ノートにまとめる。 

・教室・生活単元

学習及び体育 

・教室・帰りの会 

 

机を運ぶときも，高さを 

合わせるって大事なんだ。 
高さを合わせるとうまくいくし， 

○○さんもやりやすくて喜ぶんだあ。 
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銀河さんの担任の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「指導計画Ａ」シート  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の活動に取り組む様子（朝掃除） 
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 小学校の事例 

今まで使っていた個別の指導計画

の様式は，コンパクトで作りやすかっ

たけれど・・・授業とか学校生活にあ

まり生かせなかったし，あらためて通

知票を作ったり，指導要録の文章を考

えたりして大変だったなあ。 

銀河さんには，下学年や特別支援学校

（知的障がい）の各教科の内容の指導が

適切だと思うなあ。 

朝の会や清掃などの毎日の活動や，行

事等の学年としての活動は交流学級の

友達と共に学ぶことが大切！でも，教科

等は，特別支援学級で銀河さんに合った

内容をやろう。 

目標（具体的な指導内容） 自立活動 支援方法 指導の場・時 

朝掃除において，友達が取り

組んでいない活動を見つけ

て取り組むことができる。 

２（２） 

３（４） 

・担任と「～は○○さん」のように，活動

と友達をマッチングさせながら言葉で確

認する 

・「～は・・・」と友達の名前が出てこな

いものに「銀河さん」と言ってから取り組

む 

・玄関前 

・登校後 

 

通知票は，「表紙」シートと「裏表紙」シート，

「生活記録」シートの間に，「指導計画Ａ」シー

トと，「指導内容一覧」シート，「指導計画Ｂ」

シートをはさむファイリング形式にしました。 

指導要録の自立活動の欄には，「指導計画Ａ」シートの内容を書こう！ 

各教科等の欄には，「指導内容一覧」シートの内容を書けばいいんですね。 
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 「指導内容一覧」シート ※国語の部分のみ抜粋  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「指導計画Ｂ」シート ※国語の部分のみ一部抜粋  

 
            

 

 

                                                 

 

漢字の読み書き学習の様子（国語） 

 

 

 

 

 

 

 

一度に二つの指示が入った指示書を 

読み，計画表をつくる様子（生単） 

 「指導計画Ｂ」シート ※生活単元学習の 

国語に関する部分のみ一部抜粋  

 

 

 

 

 

 

完成させた計画表を読み， 

活動を順序立てて話す様子 

                           （生単） 
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３２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

徳志さんの担任の場合 
 

 

 

 

 

 

■単元づくり：数学「正負の数」 

 「指導計画Ｂ」シート  ※数学の時間で扱う数学に関する内容（数と計算に関する領域）のみ抜粋   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元「正負の数」における徳志さんの目指す姿と支援方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■授業づくり：数学「正負の数」第１時 

 

 

 

 

 

 

 

 

■授業づくり：数学「正負の数」第２時 
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中学校の事例 

特別支援学級の数学を

担当しているけれども何

をどのように教えれば 

いいのか悩むなあ。 

１学期の様子もふまえ

て，夏休み中に小学校の

先生に相談してみよう。 

今まで使っていた個別の指導計画

は，作ったときと年度末の評価のとき

には見るけれども，授業に生かしてい

たかというと・・・。 夏休み中の 

小・中連携会議の様子 

単元における目指す姿 支援方法 

正負の数の意味を理解

し，２位数どうしのたし

算を正確に計算するこ

とができる 

・繰り上がりのない１位数どうしの計算から始める 

・本人の生活に結び付きやすい題材を提示する 

・計算の仕方を分かりやすく理解できるように「まぜまぜ作戦」，「けしけし作戦」

の２つの方法を示す 

・計算操作を視覚的に理解できるように，正の数と負の数を色分けした図を使用

して伝える 

 

第１時の目指す姿 支援方法 

繰り上がりのない１位

数どうしのたし算を，

正確に計算することが

できる 

・「まぜまぜ作戦」，「けしけし作戦」の２つの方法を，教

師と一緒に確認する 

・正の数は赤，負の数は青で色分けして数直線等で表す 

・式に対応させた図等を記入できるプリントを用意する 

 

第２時の目指す姿 支援方法 

繰り上がりのない１位

数と２位数どうしのた

し算を，正確に計算す

ることができる 

・数が大きくなったり，小さくなったりしても，「まぜま

ぜ作戦」，「けしけし作戦」が使えることを，教師と一緒

に確認する 

・正の数は赤，負の数は青で色分けして数直線等で表す 

・式に対応させた図等を記入できるプリントを用意する 

 

第１時の様子から，今回の授業で行った支援

方法は有効であることが分かったぞ。 

次の授業でも，この支援方法を続けよう。 

自力で学習プリントに 

取り組む様子 
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■評価：数学「正負の数」 
評価 

繰り上がりのある２位数と１位数のたし算を， 

正確に計算することができた 

 

 

 

 「指導計画Ｂ」シート  ※数学の時間で扱う数学に関する内容（数と計算に関する領域）のみ抜粋  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 「指導内容一覧」シート  ※数学に関する内容（数と計算に関する領域）のみ抜粋  

 

 

 

 

 

 

６ 

個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
指
導
と
評
価
の
手
順
や
留
意
事
項 

 中学校の事例 

単元の評価をもとに，「指導計画Ｂ」

シートの学期末の様子に入力したぞ！ 

他の教科担任にも，学期末の様子を

入力してもらって，このシートを通知

票として配付しよう！ 

「指導内容一覧」

と，「指導計画Ｂ」シ

ートを使うと，授業の

改善につながるし，そ

れが通知票や指導要

録につながっていく

ことが分かったぞ！ 

「指導計画Ｂ」シートの学期

末の様子と，３学期の様子を踏

まえて，「指導内容一覧」シー

トの年度末の様子に入力！。 

指導要録の各教科・特別活

動・自立活動の欄には，この内

容を転記すればいいから，的確

な内容になるし，効率的だ。 

３学期の 

様子 

指導要録 

 様式２（指導に関する記録） 

目指す姿と支援方

法を検討しながら，

授業を積み重ねてい

き，いよいよ評価！ 
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年度当初の担任連絡会からスタート 
 「交流学級，教科担任 打合せ資料」シート  

   ◆「交流学級，教科担任 打合せ資料」シートを使って，児童 

生徒の様子や，これまでの指導・支援について確認する 

   ◆交流及び共同学習の場面や活動，ねらい，交流学級担任，教 

科担任がすべきことを明確にする 

   ◆可能であれば教務主任等も参加し，校内体制の基で取り組む 

ことができるようにする 

 

学年会や教科部会におじゃまします 

 「指導計画Ａ（Ａ＋）」シート，「指導内容一覧」シート，「指導計画Ｂ」シート     

◆学年行事や取組の中での活動内容や支援方法，各教科におけ 

る指導内等について検討したり確認したりする 

 

やっぱり，日常の炉辺談話は大切 

   ◆職員室で，廊下で，湯沸かし室等で，児童生徒の様子につい 

て話題にし，指導・支援の改善や「交流学級，教科担任 打 

合せ資料」シートの修正，新たなシートの作成等につなげる 

 

先手の支援につなげる，朝の予定確認 
   ◆児童生徒の様子，今日の予定，可能な支援について確認する 

 

 

 

 

まずは児童生徒の理解から 
 「フェイスシート兼家庭環境調査票」シート，（「生活に関するアンケート（保護者宛）」シート）  

   ◆年度はじめに，「フェイスシート兼家庭環境調査票」シートを配付し，新たに記入していただ 

いたり，前年度の用紙に修正を加えていただいたりする 

   ◆必要に応じて「生活に関するアンケート」シートを配付し，生活と結び付けた教科指導や，領 

域・教科を合わせた指導を充実させていく手がかりとする  

 

年間の指導方針を確認 
  「指導計画Ａ（Ａ＋）」シート，「指導内容一覧」シート，「指導計画Ｂ」シート  

   ◆各シートを保護者に配付してご批正いただいたり，説明する機会を設定 

して意見をいただいたりしながら，指導方針を確認する 

 

学期・年度末に指導結果を確認 
 

次学期・年度に指導の方向性を確認 
  「指導計画Ａ（Ａ＋）」シート，「指導内容一覧」シート，「指導計画Ｂ」シート  

   ◆各シートをファイリングして通知票として配付したり，個別面談の際に説明したりするなどし 

て指導結果を確認する 

   ◆保護者から意見をいただき，次学期・年度の指導の方向性を確認する 

 

 

 

 

   

 

７ 

情
報
共
有
の
方
法
や
そ
の
具
体 

 交流学級担任・教科担任 

保護者 

 

 

 

 

今日の３校時は，体育ではなくて，

学年で学習発表会の練習をします。 

初めてのステージ練習です。いつも

と違う流れなので特に確認しますね。 
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進学先との情報共有（事前①） 
   ◆在籍校では，保護者の同意を得た上で，作成・活用してきた各シートを基に，卒業年度の２学 

期末までに進学先と児童生徒に関する情報を共有する 

   ◆進学先では，体験入学や保護者説明会等がさらに充実したものになるよう，共有した情報を基 

に検討する 

 

進学先との情報共有（事前②） 
   ◆在籍校では，保護者の同意を得た上で，作成・活用してきた各シートを基に，卒業年度末まで 

に進学先の担当者との引継ぎ会を行う 

   ◆進学先では，引継ぎ会等で共有した情報を基に，入学式や入学後の指導・支援がさらに充実し 

たものになるよう検討する 

 

前籍校との情報共有 
  ◆夏休み等に，指導方針や学習状況等について， 

各シートを基に前籍校に報告する 

  ◆進学先の担当者と，前籍校の担当者とが，今後 

の指導方針や指導内容支援方法等について検討 

する 

   ◆前籍校では，進学先での取組から将来を見据え 

た指導・支援のさらなる検討につなげる  

 

ファイリング形式の通知票等を，さらにファイリングしてつなぐ 

◆ファイリング形式の通知票や，他のシートをさらにファイリングする個別ホルダーを準備する 

◆家庭あるいは学校において，ファイリング形式の通知票等をホルダーに保管する 

◆ホルダーにファイリングされた通知票等をつなぐ道具として活用する 

 

 

指導・支援の記録として時をつなぐ 

医療機関や利用施設等かかわる場所をつなぐ 

担当者間の人をつなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

情
報
共
有
の
方
法
や
そ
の
具
体 

 

 

隣接校種等 

隣接校種や関係機関との情報共有の際には，情報共有の「ねらい」を明確にした上で， 

以下のシートの中から必要なシートのみを活用することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

情報が尐なすぎると，情報共有のねらいを達成できません。 

情報が多すぎても情報過多となり，情報共有のねらいを達成できません。 

何のために情報共有するのかという「ねらい」を明確にすることから始めましょう。 

 

 

 「フェイスシート兼家庭環境調査票」シート  

 「交流学級，教科担任打合せ資料」シート  

 「基礎資料」シート  

 「ネットワーク記録表」シート  

 「生活に関するアンケート（保護者宛）」シート  

 

 「指導計画Ａ（Ａ＋）」シート  

 「指導内容一覧」シート  

 「指導計画Ｂ」シート  

 

 

 

中学校でもがんば

っているんですね。 

小学校の算数のと

きのことを思い出す

と，プリント１枚当た

りの問題数を４問に

したら，取り組むスピ

ードが速くなって，で

きた喜びを笑顔で表

現していました。 
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学習指導要領や指導要録，通知票等は，法的な性格と内容，取扱いの違いと機能上の違いがあります。

このことを理解した上で，個別の指導計画を含めたそれぞれの作成・活用を図っていくことが大切です。 

 

【表１】学習指導要領・指導要録・評価規準・通知票 

区分 法的な性格と内容 作成主体 文部科学省の関与 

学 

習 

指 

導 

要 

領 

・「学校の教科に関する事項は，文部科学大臣が定

める」との学校教育法や学校教育法施行規則（省

令）の規定を受け，制定されている学校の教育課

程の大綱的な基準（文部科学大臣告示）。各教科

等の目標や内容を定める。 

・文部科学大臣 

 

 

 

 

 

 ・文部科学大臣が作成。 

 

 

 

 

 

 

 

指 

導 

要 

録 

 

 

 

・在学する児童・生徒の学習及び健康の状態を記録

した書類の原本。学校に作成・保管義務（学校教

育法施行規則，保管は原則５年。学籍に関する記

録は20年）。 

 

 

 

 

 

・指導要録の様式を定

めるのは設置者の教

育委員会（地教行法)  

・作成は校長の権限。 

 

 

 

 

 

・文部科学省は学習指導要領の改

訂ごとにその趣旨を踏まえた 

「指導要録の様式の参考案」を

提示。 

・あくまでも「参考案」。ただし

転出入児童・生徒の便宜等の観

点から多くの自治体で参考例を

もとに様式を作成。 

評 

価 

規 

準 

・指導要録における評価の規準（ものさし）。 

法的な根拠はなし。 

 

 

・作成，内容等はすべ

て校長の裁量。 

 

 

・国立教育政策研究所で各学校に

おける規準作成のための参考資

料を作成。 

 

 

通 

知 

票 
 

・保護者に対して子どもの学習指導の状況を連絡し

家庭の理解や協力を求める目的で作成。 

法的な根拠はなし。 

 
 

・作成,様式,内容等はす

べて校長の裁量。 
・自治体によっては校

長会等で様式の参考

例を作成している場

合も。 

・なし。 

 

 

 
 

 

 

 

 当センター特別支援教育担当による「小学校通常の学級における特別な教育的支援を必要とする児童

への支援の在り方に関する研究－校内での共通理解を促すための研修資料集の作成をとおして－」

（2010）では，特別支援教育を推進していくための視点【資料１】を示しました。 

 【資料１】特別支援教育を推進していくための５つの視点 

【個別化】目標や手立て・評価が，その子どもに応じたものになっていること 

【集団化】手立てにかかわる場面や，活用の場面が集団での活動を意識したものであること 

【一貫性】目標や手だて等について，職員相互の共通理解が図られていること 

【継続性】教育の成果等について引継ぎや説明が行われ，発展的に継続されていること 

【連 携】保護者や医療関係者等，子どもにかかわる人と共通理解が図られること 

これら５つの視点に照らし合わせると，個別の指導計画は，一人一人の教育的ニーズに対応した，一

貫性のある継続した指導・支援のための道具ととらえることができます。決して，作成することを目的

とするのではなく，何のために，どのように活用するかを十分に検討し作成することが必要なのです。 

 第２章  

１ 学習指導要領・指導要録・評価規準・通知票 

２ 個別の指導計画 
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★様式１「学籍に関する記録」★ 

様式１「学籍に関する記録」は，特別支援学級も通常の学級も同じ様式です。 

【小学校指導要録（参考様式）】           【中学校指導要録（参考様式）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★様式２「指導に関する記録」★ 

様式２「指導に関する記録」については，実際の様式を参照しながら，記入上留意すべき点を確認し

ます。ただし，記述に関する詳細については，所管する教育委員会に相談してください。 

【小学校指導要録（参考様式）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導要録 

在籍している障がい種別

の特別支援学級と，その学級

での整理番号を記入します。 

在籍している障がい種別の

特別支援学級の担任名を記

入します。 

当該学年の教科ではなく，

下学年対応で指導している

場合は，「総合所見及び指導

上参考となる諸事項」にその

旨を記入した上で，指導して

いる下学年の規準で評価を

行います。 

 

在籍している障がい種別

の特別支援学級と，その学級

での整理番号を記入します。 

当該学年の教科ではなく，下学年

対応で指導している場合は，その旨

を記入します。 

 例：国語については第２学年， 

算数については第１学年の教 

科を適用 

 
観点別学習状況の評価 

＜評価の観点＞ 

① 関心・意欲・態度 

② 思考・判断 

③ 技能・表現 

④ 知識・理解 

評 定 

＜小学校（第３学年以上）＞ 

３：十分満足できる 

２：おおむね満足できる 

１：努力を要する 

＜中学校＞ 

５：十分満足できるもののうち，特に程度が高い 

４：十分満足できる 

３：おおむね満足できる 

２：努力を要する 

１：一層努力を要する 
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【特別支援学校（知的障がい）小学部指導要録（参考様式）】 

特別支援学校（知的障がい）の教科等を取り入れている場合は，この様式を使用します。 

また，教科によっては，当該学年の教科，特別支援学校（知的障がい）の教科というように組み合わ

せて指導を行っている場合も，この様式を使用します。その際は，「総合所見及び指導上参考となる諸事

項」にその旨を記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに示されている各教科等は，特別

支援学校（知的障がい）の教科等です。

教育課程や学習状況に応じ，各教科等に

ついては，それぞれの区分毎ごとに書か

ず，まとめて記入できるようになってい

ます。 

 ※指導内容と指導形態の関係について 

は，当センターwebページに掲載し 

ている「特別支援学級経営の手引」 

p.49【図 20】を参照してください。 

教科名が空欄になっている様式の場合もあります。生活単元学習や日常生活の指導等の領域・

教科を合わせた指導を行っている場合は，必要に応じて枠を設定するなど様式等を工夫して，そ

の状況を適切に記入します。その際も，指導の目標，具体的に定めた指導内容，達成状況を記入

します。 

在籍している障がい種別の特

別支援学級と，その学級での整

理番号を記入します。 

この欄には，特別支援学校（知的障がい）の

各教科等の目標，内容に照らし，具体的に定め

た指導内容，達成状況を「指導内容一覧」シー

トを参考にするなどして記入します。 

自立活動は，「個別の指導計画Ａ」シートを踏まえ，

以下の事項等を記入します。 

・指導の目標，指導内容，指導の結果 

・障がいの状態等に変化が見られた場合の状況 

・自立活動の成果を評価するための検査結果 

 

・ 

当該学年の教科，特別支援学校（知的障がい）の教

科を組み合わせて指導している場合は，その旨をこの

欄に記入します。 

＜小学校の例＞ 

国語，算数，体育については特別支援学校（知

的障がい）の教科，図画工作，家庭については当

該学年の教科，社会，理科，音楽については下学

年（第４学年）の教科を適用 

障がいの種類

及び程度等を記

入します。 

この欄には，学校生活全体

にわたって認められる行動に

ついて，学習指導要領の総則

及び道徳の目標や内容，内容

の取扱いで重点化を図ること

としている事項等を踏まえて

記入します。 

成長の状況を総合的にとらえるために，以下の

内容等について記述します。 

・各教科等の学習に関する所見 

・特別活動に関する事実及び所見 

・行動に関する所見 

・特徴・特技，社会奉仕体験，表彰，学力検査等 

・成長の状況にかかわる総合的な所見 

・交流及び共同学習の内容や成果 
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【特別支援学校（視覚障がい，聴覚障がい，肢体不自由，病弱）小学部指導要録（参考様式）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在籍している障がい種別の特

別支援学級と，その学級での整

理番号を記入します。 

様式２「指導に関する記録」

に記載する事項に加えて，「個別

の指導計画Ａ」シートを基にし

て，学年ごとの自立活動の記録

や，入学時の障がいの状態につ

いて記入します。 

この欄には，学

習指導要領等に示

す各教科の目標に

照らして，その実

現状況を観点ごと

に評価し記入しま

す。 

様式２「指導に関する記録」の作成に当たっては，学習指導要領の目標に照らしたり， 

「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び 

指導要録の改善等について（通知）」（2010）の別紙５を参考にしたりしましょう。 

 

 

 



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年３月発行予定 

 

通知票等と連動した 

個別の指導計画 作成・活用パック（特別支援学級用）資料編 
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